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2.9.実施状況報告情報の作成（初年度終了後～最終年度前年度終了後）

2.9.1実施状況報告情報の入力

実施状況報告情報を入力するには、以下の手順に従います。

※ 一定時間、ボタン操作をせずにおくと、セッションタイムアウトしてしまい、入力した情報

が消えてしまう場合があります。本システムでは、60 分以上のタイムアウト時間を設定し
ていますが、ご利用環境により、更に短い時間でタイムアウトとなる場合があります。随時

［一時保存］ボタンをクリックして情報を保存してください。セッションタイムアウトして

しまった場合には、以下のエラーメッセージが表示されます。

『ログインされていないか、またはセッションタイムアウトが発生しました。』

※ この場合には、「電子申請のご案内」ページの「よくあるご質問」を参照の上、再度ログイ

ンして操作をやりなおしてください。

① 「申請者向けメニュー」画面で、申請する課題の「状況」欄の［課題状況の確認］をクリックしま

す。
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② 「課題管理（学術研究助成基金助成金）」画面が表示されます。該当年度の「実施状況報告書」欄の

［入力］をクリックします。

※ ［入力］ボタンが表示されていない場合には、所属する研究機関の事務局等へお問い合わせ

ください。
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③ 「所属研究機関情報及び代表者情報等の確認」画面が表示されます。入力項目に入力し、［一時保存

をして進む］をクリックします。
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入力項目

項目名 必須 内容

部局 ○ 研究代表者の当該年度の 3 月 31 日時点の部
局名を入力します。

実施状況報告書確認部局番号 △ 実施状況報告書確認部局番号を入力します。

※特別研究員奨励費の場合のみ表示されま

す。

職名 ○ 研究代表者の職名を入力します。

公表差し控え期限を設定する。 特許の出願中等の理由により、一定期間公表

を見合わせる必要がある場合にチェックしま

す。

公表差し控え期限 公表を差し控える期限の年月日を入力しま

す。

入力した場合、「課題管理（学術研究助成基金

助成金）」画面の「実施状況報告書」欄に表示

されます。

特許等との関連と公表を差し控える必

要がある理由

特許等との関連と公表を差し控える必要があ

る理由を入力します。

その他のボタン

［保存せずに戻る］ 入力した実施状況報告情報を保存せずに、「課題管理（学術研究助成基

金助成金）」画面に戻ります。

※ 研究種目が「特別研究員奨励費」の場合、「実施状況報告書確認部局番号」欄が表示されま

す。また、職名をプルダウンから選択します。［一覧］ボタンをクリックすると「所属部局

一覧」画面を表示します。

※ 画面上に＊印のついている項目は必須項目ですので、必ず入力してください。
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※ 未入力等エラーがある場合、各項目の上に赤字でエラーが表示され、エラーとなった項目の

背景色がピンク色に変わります。エラー内容を確認して再入力してください。

文字化けや別の文字として認識される場合があるため、JIS第 1水準及び第 2水準以
外の文字コードや特殊フォントは使用することができませんので、ご注意ください。

◎ 使用してはいけない文字の例

・半角カナ

・○数字（①、②、③・・・）

・ローマ数字（Ⅰ～Ⅴの小文字を含む）

・特殊文字

・元号を全角一文字で表している文字（㍾㍽㍼ など）

・数量単位を全角一文字で表している文字（㍉㌔㌢㍍㌘㎜㎝㎞㏄㎡ など）

・ハート など

・外字

・その他「JIS X0208-1983」にない漢字（難しい漢字や旧字体など）
◎ 使用してもよい文字の例

・半角の英数字・記号（!”#$%&’()¥@［］?A～z）
・全角の漢字

・全角のひらがな、カタカナ

・全角のキーボード上に記されている記号や比較的一般的な記号

（、。・？「」○●◎□＠％＃＄＊＋～＜＞）

※ 各入力項目には、入力可能な最大文字数が設定されています。入力しきれなかった場合には

画面の指示に従って文字数を減らして入力してください。

※ 研究代表者の部局・職名は当該年度の3月31日時点の情報を入力してください。
※ 「職」欄について、職名の選択時に「その他」を選択した場合は、必ず実際の職名を入力し

てください。また、「研究員」を選択した場合で、実際の職名が「研究員」以外の場合はそ

の職名を入力してください。
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④ 「研究実績の概要の入力」画面が表示されます。入力項目に入力し、［一時保存をして進む］をクリ

ックします。

※次ページに続く
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入力項目

項目名 必須 内容

研究実績の概要 ○ 研究実績の概要を入力します。

キーワード（1～8） ○ キーワードを1つ以上8つ以内で入力します。

現在までの進捗状況

区分

○ プルダウンから現在までの進捗状況の区分を選択

します。

理由 ○ 現在までの進捗状況の理由を入力します。

今後の研究の推進方策 ○ 今後の研究の推進計画を入力します。

その他のボタン

［一つ前に戻る］ 一つ前の画面に戻ります。

［一時保存］ 入力した実施状況報告情報を保存して、一時的に作業を中断します。

再開するには、「2.10.3再開」を参照してください。

［保存せずに戻る］ 入力した実施状況報告情報を保存せずに、「課題管理（学術研究助成基

金助成金）」画面に戻ります。

※ 研究実績の概要、現在までの進捗状況、今後の研究の推進方策等の最大文字数について

一時保存時には研究実績の概要、現在までの進捗状況、今後の研究の推進方策は3200バイ
トまで保存することができます。

［一時保存をして進む］をクリックする時には、それぞれ1600バイト（改行は5回まで入
力可能）が上限となっていますので、それ以内の文字数に修正してから、［一時保存をして

進む］をクリックしてください。
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※ 「研究実績の概要」欄、「現在までの進捗状況（理由）」欄、「今後の研究の推進方策」欄の

入力文字数がカウントされますので、入力の目安としてください。

※ 改行は実施状況報告書PDFに反映されます。

⑤ 「研究発表の入力」画面が表示されます。入力項目に入力し、［一時保存をして進む］をクリックし

ます。入力行を追加して雑誌論文、学会発表、図書を登録する場合は、［追加］をクリックして入力

欄を表示し、入力します。
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※【雑誌論文】「掲載論文のDOI」の「DOIなし」「変更する」の表示について
(1)初期表示時、「DOI」は入力可、「DOIなし」のみ表示されます。

(2)「DOIなし」がチェックされた場合、「DOI」は入力不可となります。
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(3)［検索］ボタンを押下し「DOI」を反映した場合、または［検索］ボタンを押下後、一時保存し再
表示した場合、「DOIなし」「変更する」が表示されます。

(4)「変更する」がチェックされた場合、「DOI」は入力可となります。

(5)「変更する」をチェック後、再度、画面を表示した場合、「DOI」は入力可、「DOIなし」のみ表示
されます。

【雑誌論文】

入力項目【雑誌論文】

項目名 必須 内容

1.掲載論文のDOI（デジタルオブジェク
ト識別子）

雑誌論文の掲載論文のDOIを入力します。
雑誌論文に DOI が付されていない場合は、
｢DOIなし」にチェックを入れてください。
「検索」実行後、「変更する」のチェックボック

スが表示されます。

2.著者名 雑誌論文の著者名を入力します。

3.論文標題 雑誌論文の論文標題を入力します。

4.雑誌名 雑誌論文の雑誌名を入力します。

5.巻 雑誌論文の巻を入力します。

6.発行年 雑誌論文の発行年を入力します。

7.最初と最後の頁 雑誌論文の最初と最後の頁を入力します。

査読の有無 雑誌論文が査読付論文の場合にチェックしま

す。

国際共著 雑誌論文が国際共著の場合にチェックします。

オープンアクセス 雑誌論文がホームページ等にすでに掲載され

ている場合はチェックします。
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入力項目【雑誌論文】

項目名 必須 内容

8.掲載論文の根拠データのDOI・URL

①根拠データの公開の是非について 掲載論文の根拠データの公開について「はい

（公開）」か「いいえ（公開ではない）」を選

択します。

※「いいえ（公開ではない）」を選択した場

合、項目8の②「掲載論文のDOIと根拠デ
ータのDOIについて」～項目15は入力不可
となります（グレーアウト表示になっていま

す）。

※「はい（公開）」を選択、かつ「②掲載論

文のDOIと根拠データのDOIについて」で
「同一」を選択した場合、項目8のDOI又
はURL～項目15は入力不可となります（グ
レーアウト表示になっています）。

※「はい（公開）」を選択、かつ「②掲載論文

のDOIと根拠データのDOIについて」で
「同一ではない」を選択した場合、項目8～
項目15の入力が必要です。

②掲載論文の DOI と根拠データの
DOIについて

掲載論文のDOIと根拠データのDOIが同じ場
合は「同一」、異なる場合は「同一ではない」を

選択します。

※「①根拠データの公開の是非について」で「い

いえ（公開ではない）」を選択した場合は入力不

可となります（グレーアウト表示になっていま

す）。

※「①根拠データの公開の是非について」で「は

い（公開）」を選択、かつ「同一」を選択した場

合、項目8のDOI又はURL～項目15は入力
不可となります（グレーアウト表示になってい

ます）。

※「①根拠データの公開の是非について」で「は

い（公開）」を選択、かつ「同一ではない」を選

択した場合、項目 8～項目 15 の入力が必要で
す。
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入力項目【雑誌論文】

項目名 必須 内容

DOI 掲載論文の根拠データのDOIを入力します。
※掲載論文のDOIと一致している場合、｢②掲
載論文のDOIと根拠データのDOIについて」
で「同一」を選択してください。

※掲載論文の根拠データに DOI が付されてい
ない場合は、次項目「URL」を必ず入力してく
ださい。

※掲載論文の根拠データに DOI または URL
がないものについては、公開している研究デー

タではないため、メタデータの入力の必要はあ

りません。「①根拠データの公開の是非につい

て」で「いいえ（公開ではない）」を選択してく

ださい。

URL 掲載論文の根拠データのURLを入力します。
※掲載論文の根拠データに URL がない場合
は、前項目「DOI」を必ず入力してください。
※掲載論文の根拠データに DOI または URL
がないものについては、公開している研究デー

タではないため、メタデータの入力の必要はあ

りません。「①根拠データの公開の是非につい

て」で「いいえ（公開ではない）」を選択してく

ださい。

9.データの名称 当該データの特徴を示す名称を入力します。

※第三者から見てもどのようなデータなのか

分かるように記載してください。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

10.データの説明 当該データ取得時の条件や方法、結果等、当該

データの内容を具体的に入力します。

※第三者から見てもどのようなデータなのか

分かるように記載してください。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

11.データの分野 プルダウンからデータの分野を選択します。

12.データ種別 プルダウンからデータ種別を選択します。

13.管理対象データの利活用・提供方針

管理対象データの利活用・提供方針 研究データの第三者の利用について、「有償」ま

たは「無償」を選択してください。

ライセンス条件等の選択 プルダウンからライセンス条件等を選択しま

す。
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入力項目【雑誌論文】

項目名 必須 内容

第三者による研究データの利活用に

あたって、「１５．データ管理者情報」

を通して事前連絡を必須とする。

事前連絡を必須とする場合、チェックを入れて

ください。

14.リポジトリ情報 現在のリポジトリ情報、又はプロジェクト終了

後のリポジトリ情報（具体的なリポジトリ名

称）を入力します。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

15.データ管理者情報

データ管理機関 各管理対象データを管理する研究開発を行う

機関の名称を入力します。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

データ管理部署 データ管理機関において各管理対象データを

管理する部署名又は担当者の名前を入力しま

す。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

データ管理部署の連絡先

メールアドレス

データ管理部署の連絡先メールアドレスを入

力します。

※個人情報保護及び管理対象データに興味を

有する第三者が必ずデータ管理者にたどり着

けるようにする観点から、個人ではなく組織の

連絡先が望ましいです。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。



独立行政法人日本学術振興会科研費電子申請システム研究者向け操作手引

（学術研究助成基金助成金）（交付内定時・決定後用）

132

【研究開発の成果としての研究データ】

入力項目【研究開発の成果としての研究データ】

項目名 必須 内容

1.研究開発の成果としての研究データのDOI・URL

研究データの公開の是非について 研究データの公開について「はい（公開）」

か「いいえ（公開ではない）」を選択しま

す。

※「いいえ（公開ではない）」を選択した場

合、項目1のDOI又はURL～項目8は入力
不可となります（グレーアウト表示になって

います）。

※「はい（公開）」を選択した場合、項目1～項
目8の入力が必要です。

DOI 研究開発の成果としての研究データの DOI を
入力します。

※研究データにDOIが付されていない場合は、
次項目「URL」を必ず入力してください。
※研究データに DOIまたは URL がないもの
については報告を求めていませんので、メタデ

ータの入力の必要はありません。「研究データ

の公開の是非について」で「いいえ（公開では

ない）」を選択してください。

URL 研究開発の成果としての研究データのURLを
入力します。

※研究データに URL がない場合は、前項目
「DOI」を必ず入力してください。
※研究データに DOIまたは URL がないもの
については報告を求めていませんので、メタデ

ータの入力の必要はありません。「研究データ

の公開の是非について」で「いいえ（公開では

ない）」を選択してください。

2.データの名称 当該データの特徴を示す名称を入力します。

※第三者から見てもどのようなデータなのか

分かるように記載してください。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

3.データの説明 当該データ取得時の条件や方法、結果等、当該

データの内容を具体的に入力します。

※第三者から見てもどのようなデータなのか

分かるように記載してください。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

4.データの分野 プルダウンからデータの分野を選択します。
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入力項目【研究開発の成果としての研究データ】

項目名 必須 内容

5.データ種別 プルダウンからデータ種別を選択します。

6.管理対象データの利活用・提供方針

管理対象データの利活用・提供方針 研究データの第三者の利用について、「有償」ま

たは「無償」を選択してください。

ライセンス条件等の選択 プルダウンからライセンス条件等を選択しま

す。

第三者による研究データの利活用に

あたって、「８．データ管理者情報」

を通して事前連絡を必須とする。

事前連絡を必須とする場合、チェックを入れて

ください。

7.リポジトリ情報 現在のリポジトリ情報、又はプロジェクト終了

後のリポジトリ情報（具体的なリポジトリ名

称）を入力します。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

8.データ管理者情報

データ管理機関 各管理対象データを管理する研究開発を行う

機関の名称を入力します。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

データ管理部署 データ管理機関において各管理対象データを

管理する部署名又は担当者の名前を入力しま

す。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

データ管理部署の連絡先

メールアドレス

データ管理部署の連絡先メールアドレスを入

力します。

※個人情報保護及び管理対象データに興味を

有する第三者が必ずデータ管理者にたどり着

けるようにする観点から、個人ではなく組織の

連絡先が望ましいです。

※空白や「－」、「なし（該当なし）」等を入力す

ることはできません。

【学会発表】

入力項目【学会発表】

項目名 必須 内容

1.発表者名 学会発表の発表者名を入力します。

2.発表標題 学会発表の発表標題を入力します。

3.学会等名 学会発表の学会等名を入力します。

4.発表年 学会発表の発表年（From～To）を入力します。

招待講演 学会発表が招待講演の場合にチェックします。

国際学会 学芸発表が国際学会の場合にチェックします。
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【図書】

入力項目【図書】

項目名 必須 内容

1.ISBN 図書の ISBNを入力します。

2.著者名 図書の著者名を入力します。

3.出版社 図書の出版社を入力します。

4.書名 図書の書名を入力します。

5.発行年 図書の発行年を入力します。

6.総ページ数 図書の総ページ数を入力します。

その他のボタン

［ファイルの選択（雑誌論

文）］

作成した雑誌論文一括取り込みファイルの保存場所を指定します。

［登録（雑誌論文）］ 雑誌論文一括取り込みファイルを登録することで、雑誌論文情報を

一括で登録できます。一括登録した場合、現在登録している雑誌論文

情報は変更せずに、追加取り込みされます。

ただし、DOIや掲載論文の根拠データ（DOI）が同じ登録済の雑誌
論文情報については一括登録の内容で上書きされます。

（雑誌論文一括取り込みファイルの CSV フォーマットに関しては
「※雑誌論文一括取り込みファイル（CSVフォーマット）」を参照し
てください。）

［追加（雑誌論文）］ 雑誌論文の入力枠を1つ追加します。

［削除（雑誌論文）］ 雑誌論文の入力枠を1つ削除します。

［検索（DOI）］ DOIが入力されている場合、DOI検索連携クエリを利用して雑誌論
文情報を取得し、各項目に設定します。

［データ追加（雑誌論文）］ 掲載論文の根拠データの入力枠を1つ追加します。

［データ削除（雑誌論文）］ 掲載論文の根拠データの入力枠を1つ削除します。

［ファイルの選択（研究開

発の成果としての研究デ

ータ）］

作成した研究データ一括取り込みファイルの保存場所を指定しま

す。

［登録（研究開発の成果と

しての研究データ）］

研究データ一括取り込みファイルを登録することで、研究データを

一括で登録できます。一括登録した場合、現在登録している研究デー

タは変更せずに、一括登録の内容が追加取り込みされます。

ただし、研究開発の成果としての研究データ（DOI）が同じ登録済の
研究データについては一括登録の内容で上書きします。

（研究データ一括取り込みファイルの CSV フォーマットに関して
は「※研究データ一括取り込みファイル（CSVフォーマット）」を参
照してください。）

［データ追加（研究開発の

成果としての研究デー

タ）］

研究開発の成果としての研究データの入力枠を1つ追加します。

［データ削除（研究開発の

成果としての研究デー

タ）］

研究開発の成果としての研究データの入力枠を1つ削除します。
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その他のボタン

［ファイルの選択（学会発

表）］

作成した学会発表一括取り込みファイルの保存場所を指定します。

［登録（学会発表）］ 学会発表一括取り込みファイルを登録することで、学会発表情報を

一括で登録できます。一括登録した場合、現在登録している学会発表

情報は変更せずに、一括登録の内容が追加取り込みされます。

（学会発表一括取り込みファイルの CSV フォーマットに関しては
「※学会発表一括取り込みファイル（CSVフォーマット）」を参照し
てください。）

［追加（学会発表）］ 学会発表の入力枠を1つ追加します。

［削除（学会発表）］ 学会発表の入力枠を1つ削除します。

［ファイルの選択（図書）］ 作成した図書一括取り込みファイルの保存場所を指定します。

［登録（図書）］ 図書一括取り込みファイルを登録することで、図書情報を一括で登

録できます。一括登録した場合、現在登録している図書情報は変更せ

ずに、一括登録の内容が追加取り込みされます。

ただし、ISBN が同じ登録済の図書情報については一括登録の内容
で上書きします。

（図書一括取り込みファイルのCSVフォーマットに関しては「※図
書一括取り込みファイル（CSV フォーマット）」を参照してくださ
い。）

［追加（図書）］ 図書の入力枠を1つ追加します。

［削除（図書）］ 図書の入力枠を1つ削除します。

［検索（ISBN）］ ISBNが入力されている場合、ISBN検索連携クエリを利用して図書
情報を取得し、各項目に設定します。

［一つ前に戻る］ 一つ前の画面に戻ります。

［一時保存］ 入力した実施状況報告情報を保存して、一時的に作業を中断します。

再開するには、「2.10.3再開」を参照してください。

［保存せずに戻る］ 入力した実施状況報告情報を保存せずに、「課題管理（学術研究助成

基金助成金）」画面に戻ります。

※ 雑誌論文一括取込ファイル（CSVフォーマット）
*マークの項目は必須項目です。

CSV ファイルフォーマ
ット

区分［1桁］*,シーケンス番号［桁］*,シーケンス番号 2［桁］*,DOI
［160桁］,著者名［160桁］,論文標題［400桁］,雑誌名［200桁］,巻
［30桁］,発行年［4桁］,最初と最後の頁［15桁］,査読の有無［1桁］,
国際共著［1 桁］,オープンアクセス［1 桁］,掲載論文の根拠データ
（DOI）［100桁］,掲載論文の根拠データ（URL）［100桁］,データの
名称［100桁］,データの説明［200桁］,データの分野［2桁］,データ
種別［2桁］,提供条件［1桁］,ライセンス条件等の選択［1桁］,事前
連絡確認［1桁］,リポジトリ情報［100桁］,データ管理機関［100桁］,
データ管理部署［100 桁］,データ管理部署の連絡先メールアドレス
［100桁］

CSV ファイルサンプル
(論文情報1行目の場合)

1,1,0,10.1002/LSICI ｣ 0002-
8231(199601)47:1<23:TDOMTT>2.0TX:2-2,〇〇 〇〇,〇〇〇の研
究,JOURNALOF 〇〇〇〇〇,1巻,2016,19～32,1,,,,,,,,,,,,,
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CSV ファイルサンプル
(論文情報 1 行目に紐づ
く根拠データ情報1件目
の場合)

2,1,1,,,,,,,,,,,,,〇〇〇〇〇のデータ,〇〇〇〇〇の説明,1,1,1,1,,〇〇〇リ
ポジトリ情報 ,〇〇〇〇〇管理機関 ,〇〇〇〇〇管理部
署,abcdefghijk1@bmail.com

CSV ファイルサンプル
(論文情報 1 行目に紐づ
く根拠データ情報2件目
の場合)

2,1,2,,,,,,,,,,,10.1088/1742-6596/744/1/0122,http://www.url1.ac.jp/, △
△△△△のデータ,△△△△△の説明,2,2,2,3,1,△△△リポジトリ情報,
△△△△△管理機関,△△△△△管理部署,abcdefghijk2@bmail.com

CSV ファイルサンプル
(論文情報2行目の場合)

1,2,0,,〇〇 〇〇、□□ □□,□□□の研究,□□□ジャーナ
ル,VOL.13,2018,印刷中,,,1,,,,,,,,,,,

CSV ファイルサンプル
(論文情報 2 行目に紐づ
く根拠データ情報1件目
の場合)

2,2,1,,,,,,,,,,,10.0088/1742-28766/744/1/01,http://www.abc.co.jp/,□□
□□□のデータ,□□□□□の説明,3,3,1,1,1,□□□リポジトリ情報,□
□□□□管理機関,□□□□□管理部署,abcdefghijk3@bmail.com

CSV ファイルサンプル
(論文情報3行目の場合)

1,3,0,,〇〇 〇〇、□□ □□,□□□の研究,□□□ジャーナ
ル,VOL.14,2019,印刷完了,,,1,,,,,,,,,,,

CSV ファイルサンプル
(論文情報 4 行目に紐づ
く根拠データ情報1件目
の場合)

2,4,1,,,,,,,,,,,10.0088/1742-28766/744/1/02,http://www.def.co.jp/, □ □
□□□のデータ,□□□□□の説明,11,14,1,1,1,□□□リポジトリ情報,
□□□□□管理機関,□□□□□管理部署,abcdefghijk3@bmail.com

（１） 「区分」は以下の通りです。

論文情報 ：「1」
根拠データ情報 ：「2」

（２） 「シーケンス番号」は論文情報の「行№」を入力します。

※「区分」が「2：根拠データ情報」の場合、根拠データ情報を紐づける論文情報の「行№」
を入力します。

（３） 「シーケンス番号2」は以下の通りです。
論文情報 ：「0」
根拠データ情報 ：「行№」

※「区分」が「2：根拠データ情報」の場合、論文情報に対して何件目の根拠データ情報に
なるのか、行№で指定します。

（４） 「査読の有無」は以下の通りです。

有：「1」
※「1」の場合「査読の有無」のチェックボックスをチェックします。

（５） 「国際共著」は以下の通りです。

有：「1」
※「1」の場合「国際共著」のチェックボックスをチェックします。

（６） 「オープンアクセス」は以下の通りです。

有：「1」
※「1」の場合「オープンアクセス」のチェックボックスをチェックします。
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（７） 「データの分野」は以下の通りです。

ライフサイエンス (Life Science) ：「1」
情報通信 (Informatics) ：「2」
環境 (Environmental Science) ：「3」
ナノテク・材料 (Nanotechnology/Materials) ：「4」
エネルギー (Energy Engineering) ：「5」
ものづくり技術 (Manufcturing Technology) ：「6」
社会基盤 (Social Infrastructure) ：「7」
フロンティア (Frontier Technology) ：「8」
人文・社会 (Humanities &Social Sciences) ：「9」
自然科学一般 (Natural Science) ：「10」
その他 (Others) ：「11」
※選択したい名称に対応する数字を入力します。

（８） 「データ種別」は以下の通りです。

データセット（dataset） ：「1」
集計データ（aggregated data） ：「2」
臨床試験データ（clinical trial data） ：「3」
編集データ（compiled data） ：「4」
符号化データ（encoded data） ：「5」
実験データ（experimental data） ：「6」
ゲノムデータ（genomic data） ：「7」
地理空間データ（geospatial data） ：「8」
実験ノート（laboratory notebook） ：「9」
測定・評価データ（measurement and test data）：「10」
観測データ（observational data） ：「11」
記録データ（recorded data） ：「12」
シミュレーションデータ（simulation data） ：「13」
調査データ（survey data） ：「14」
※選択したい名称に対応する数字を入力します。

（９） 「提供条件」は以下の通りです。

無償：「1」
有償：「2」
※選択したい名称に対応する数字を入力します。

※「区分」が「2（根拠データ情報）」で、本項目が未設定の場合は「1（無償）」が選択さ
れます。

（１０）「ライセンス条件等の選択」は以下の通りです。

クレジットを表示すること ：「1」
クレジット表示、改変した場合には

元のデータと同じライセンス条件で公開すること ：「2」
クレジット表示、元のデータを改変しないこと ：「3」
クレジット表示、非営利目的であること ：「4」
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クレジット表示、非営利目的であること、また改変を

行った場合には元のデータと同じライセンス条件で公開すること：「5」
クレジット表示、非営利目的であること、また元のデータを改変しないこと：「6」
制約なし、利用条件なし ：「7」
※選択したい名称に対応する数字を入力します。

※「区分」が「2（根拠データ情報）」で、本項目が未設定の場合は「1（クレジットを表示
すること）」が選択されます。

（１１）「事前連絡確認」は以下の通りです。

事前連絡を必須とする：「1」
※「1」の場合「第三者による研究データの利活用にあたって、「１５．データ管理者情報」
を通して事前連絡を必須とする。」のチェックボックスをチェックします。

※ 研究データ一括取込ファイル（CSVフォーマット）

CSV ファイルフォーマ
ット

研究開発の成果としての研究データ（DOI）［100桁］,研究開発の成果
としての研究データ（URL）［100桁］,データの名称［100桁］,デー
タの説明［200桁］,データの分野［2桁］,データ種別［2桁］,提供条
件［1桁］,ライセンス条件等の選択［1桁］,事前連絡確認［1桁］,リ
ポジトリ情報［100桁］,データ管理機関［100桁］,データ管理部署［100
桁］,データ管理部署の連絡先メールアドレス［100桁］

CSV ファイルサンプル
(研究データ 1 行目の場
合)

,,〇〇〇〇〇のデータ,〇〇〇〇〇の説明,1,1,1,1,,〇〇〇リポジトリ情
報 , 〇 〇 〇 〇 〇 管 理 機 関 , 〇 〇 〇 〇 〇 管 理 部

署,abcdefghijk1@bmail.com

CSV ファイルサンプル
(研究データ 2 行目の場
合)

10.1088/1742-6596/744/1/0122,http://www.url1.ac.jp/,△△△△△のデー

タ,△△△△△の説明,2,2,2,3,1,△△△リポジトリ情報,△△△△△管理機

関,△△△△△管理部署,abcdefghijk2@bmail.com

（１） 「データの分野」は以下の通りです。

ライフサイエンス (Life Science) ：「1」
情報通信 (Informatics) ：「2」
環境 (Environmental Science) ：「3」
ナノテク・材料 (Nanotechnology/Materials) ：「4」
エネルギー (Energy Engineering) ：「5」
ものづくり技術 (Manufcturing Technology) ：「6」
社会基盤 (Social Infrastructure) ：「7」
フロンティア (Frontier Technology) ：「8」
人文・社会 (Humanities &Social Sciences) ：「9」
自然科学一般 (Natural Science) ：「10」
その他 (Others) ：「11」
※選択したい名称に対応する数字を入力します。

（２） 「データ種別」は以下の通りです。

データセット（dataset） ：「1」
集計データ（aggregated data） ：「2」
臨床試験データ（clinical trial data） ：「3」
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編集データ（compiled data） ：「4」
符号化データ（encoded data） ：「5」
実験データ（experimental data） ：「6」
ゲノムデータ（genomic data） ：「7」
地理空間データ（geospatial data） ：「8」
実験ノート（laboratory notebook） ：「9」
測定・評価データ（measurement and test data） ：「10」
観測データ（observational data） ：「11」
記録データ（recorded data） ：「12」
シミュレーションデータ（simulation data） ：「13」
調査データ（survey data） ：「14」
※選択したい名称に対応する数字を入力します。

（３） 「提供条件」は以下の通りです。

無償：「1」
有償：「2」
※選択したい名称に対応する数字を入力します。

※本項目が未設定の場合は「1（無償）」が選択されます。

（４） 「ライセンス条件等の選択」は以下の通りです。

クレジットを表示すること ：「1」
クレジット表示、改変した場合には

元のデータと同じライセンス条件で公開すること ：「2」
クレジット表示、元のデータを改変しないこと ：「3」
クレジット表示、非営利目的であること ：「4」
クレジット表示、非営利目的であること、また改変を

行った場合には元のデータと同じライセンス条件で公開すること：「5」
クレジット表示、非営利目的であること、また元のデータを改変しないこと：「6」
制約なし、利用条件なし ：「7」
※選択したい名称に対応する数字を入力します。

※本項目が未設定の場合は「1（クレジットを表示すること）」が選択されます。

（５） 「事前連絡確認」は以下の通りです。

事前連絡を必須とする：「1」
※「1」の場合「第三者による研究データの利活用にあたって、「８．データ管理者情報」
を通して事前連絡を必須とする。」のチェックボックスをチェックします。

※ 学会発表一括取り込みファイル（CSVフォーマット）

CSV ファイルフォーマ
ット

発表者名［320桁］,発表標題［400桁］,学会等名［200桁］,発行年（開
始）［4桁］,発行年（終了）［4桁］,招待講演［30桁］,国際学会［4桁］

CSVファイルサンプル 学振太郎,○○○の研究の発展的展開,応用○○学会,2010,,,,
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※ 図書一括取り込みファイル（CSVフォーマット）

CSV ファイルフォーマ
ット

ISBN［30桁］,著者名［320桁］,出版社［400桁］,書名［400桁］,発
行年［4桁］,総ページ数［50桁］

CSVファイルサンプル 978-0-0000-0000-0,○○ ○○ ,○○○○○出版 ,○○○の研
究,2015,100

⑥ 「産業財産権等の入力」画面が表示されます。入力項目に入力し、［一時保存をして進む］をクリッ

クします。2行以上、研究成果による産業財産権の出願・取得状況を登録する場合は、［追加］をク
リックして入力欄を表示し、入力します。使用しない各行は［削除］をクリックして入力欄を削除

してください。

※次ページに続く
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入力項目

項目名 必須 内容

出願・取得 プルダウンから「出願中」「取得済」のどちらかを選択します。

産業財産権の名称 産業財産権の名称を入力します。

発明者 発明者の氏名を入力します。

権利者 権利者が発表者と同じ場合は、「同左」のラジオボタンを選択

します。

異なる場合は、もう一方のラジオボタンを選択し、権利者の

氏名を入力します。

産業財産権の種類、番号 プルダウンから産業財産権の種類を選択し、番号を入力しま

す。

出願年 出願年を入力します。

取得年 取得年を入力します。

※「出願・取得」で「取得済」を選択した場合のみ

国際研究集会名 国際研究集会名を入力します。

開催年（開始） 開催年（開始）を入力します。

開催年（終了） 開催年（終了）を入力します。

国際共同研究 国際共同研究を実施した場合にチェックします。
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入力項目

項目名 必須 内容

共同研究相手国 ［一覧］ボタンを押下して「国及び地域名一覧」画面で選択

した渡航先の「国及び地域名」を表示します。

「共同研究相手国」を手入力したい場合は、「国及び地域名一

覧」画面で最終行の「その他の国・地域」を選択してください。

「共同研究相手国」が入力できる様になります。

相手方研究機関 相手方研究機関の名称を入力します。

他 機関 相手方研究機関が他に存在する場合に入力します。

上段５行の共同研究相手国が全て入力されていない場合、

［一時保存をして進む］ボタンを押下するとエラーとなりま

す。

他 か国 共同研究相手国が他に存在する場合に入力します。

左 3 列の相手方研究機関が全て入力されていない場合、［一
時保存をして進む］ボタンを押下するとエラーとなります。

webページ
タイトル

研究内容や研究成果に関するwebページがある場合は、その
タイトルを入力します。

URL 研究内容や研究成果に関するwebページがある場合は、その
URLを入力します。

備考 研究内容や研究成果に関する web ページについて備考とし
て記載したい事項がある場合は、その内容を入力します。

その他のボタン

［追加（産業財産権）］ 産業財産権の入力枠を1つ追加します。

［削除（産業財産権）］ 産業財産権の入力枠を1つ削除します。

［追加（国際研究集会）］ 国際研究集会の入力枠を1つ追加します。

［削除（国際研究集会）］ 国際研究集会の入力枠を1つ削除します。

［一覧（実施状況）］ 「国及び地域名一覧」画面を別ウィンドウで表示します。

［削除（実施状況）］ 「共同研究相手国」欄をクリアします。

［一つ前に戻る］ 一つ前の画面に戻ります。

［一時保存］ 入力した実施状況報告情報を保存して、一時的に作業を中断します。

再開するには、「2.10.3再開」を参照してください。

［保存せずに戻る］ 入力した実施状況報告情報を保存せずに、「課題管理（学術研究助成基

金助成金）」画面に戻ります。

※ 国際共同研究にチェックをした場合のみ、共同研究相手国、相手方研究機関、他 機関、他

か国は入力可能となります。
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※ 他 機関、他 か国は表示されている入力欄を全て入力している場合に使用します。例えば

他 か国の場合、6か国を超える共同研究相手国が存在する場合に使用します。任意の5か
国を入力欄に記入し、入力しきれない共同研究相手国の国数を入力します。

※ 「共同研究相手国」は「国及び地域名一覧」画面からの選択となります。

その他のボタン

［選択］ 共同研究相手国を選択します。

［閉じる］ 処理をキャンセルして、「国及び地域名一覧」画面を閉じます。
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⑦ 「費目別収支状況の入力」画面が表示されます。入力項目に入力し、［一時保存をして進む］をクリ

ックします。

※次ページに続く



独立行政法人日本学術振興会科研費電子申請システム研究者向け操作手引

（学術研究助成基金助成金）（交付内定時・決定後用）

145

※次ページに続く
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入力項目

項目名 必須 内容

前年度の実支出額からの戻入額 前年度の実支出額に戻入額がある場合、チェッ

クを入れます。

物品費 前年度の実支出額の物品費に戻入額がある場

合、その金額を入力します。

旅費 前年度の実支出額の旅費に戻入額がある場合、

その金額を入力します。

人件費・謝金 前年度の実支出額の人件費・謝金に戻入額があ

る場合、その金額を入力します。

その他 前年度の実支出額のその他に戻入額がある場

合、その金額を入力します。

当該年度の実支出額

物品費

○ 当該年度の実支出額の物品費を入力します。

旅費 ○ 当該年度の実支出額の旅費を入力します。

人件費・謝金 ○ 当該年度の実支出額の人件費・謝金を入力しま

す。

その他 ○ 当該年度の実支出額のその他を入力します。

代行業務の種類 代行業務の種類をプルダウンから選択します。

また、同行の他項目が入力されている場合の

み、代行業務の種類の選択が必須となります。

代行業務の具体的な内容・人数など 同行の他項目が入力されている場合のみ、代行

業務の具体的な内容・人数の入力が必須となり

ます。

業務が免除されたおおよその時間(h) 同行の他項目が入力されている場合のみ、業務

が免除されたおおよその時間の入力が必須と

なります。

総額（円） 同行の他項目が入力されている場合のみ、総額

の入力が必須となります。

学術条件整備執行額 △ 学術条件整備執行額を入力します。

※特別研究員奨励費で学術条件整備費がある

場合、表示されます。

次年度使用額が生じた理由と使用計画 次年度使用額がある場合、その次年度使用額が

生じた理由と使用計画を入力します。

備考欄 ○ 各種申請の提出状況や日本学術振興会承認年

月日などを入力します。
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その他のボタン

［再計算］ 当該年度の実支出額の合計や実支出額の累計額やバイアウト経費の内

訳の合計を表示します。

［追加］ バイアウト経費の内訳の入力枠を1つ追加します。

［削除］ バイアウト経費の内訳の入力枠を1つ削除します。

［一つ前に戻る］ 一つ前の画面に戻ります。

［一時保存］ 入力した実施状況報告情報を保存して、一時的に作業を中断します。

再開するには、「2.10.3再開」を参照してください。

［保存せずに戻る］ 入力した実施状況報告情報を保存せずに、「課題管理（学術研究助成基

金助成金）」画面に戻ります。

※ 2 年度目以降の実施状況報告書作成時には、「前年度の実支出額からの戻入額」欄は、画面
上のチェックボックスを選択した場合のみ入力項目になりますので、該当する戻入額を入力

してください。

※ 実支出額などを入力後、［再計算］をクリックし、実支出額の累計額などを確認してくださ

い。

※ 直接経費と間接経費の額は、所属研究機関事務担当者にご確認ください。

※ 研究種目が「特別研究員奨励費」で学術条件整備費がある場合、【学術条件整備費】が表示

されます。

※ 次年度使用額が生じた理由と使用計画、備考欄の最大文字数について

一時保存時には次年度使用額が生じた理由と使用計画はそれぞれ 1600 バイト、備考欄は
200文字まで保存することができます。
［一時保存をして進む］をクリックする時には、次年度使用額が生じた理由と使用計画はそ

れぞれ800バイト（改行は2回まで入力可能）、備考欄は100文字（改行は1回まで入力可
能）が上限となっていますので、それ以内の文字数に修正してから、［一時保存をして進む］

をクリックしてください。

※ 次年度使用額が生じた理由と使用計画、備考欄の入力文字数がカウントされますので、入力

の目安としてください。

※ 改行は実施状況報告書PDFに反映されます。
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※ 国際共同研究加速基金（海外連携研究）の場合は、「交付決定額」に表示する金額は「うち

既受領額累計（a）」と同じ金額を表示します。

※ 研究種目が「特別研究員奨励費」の場合、【バイアウト経費の内訳入力】は表示されません。

⑧ 「主要な物品明細書の入力」画面が表示されます。入力項目に入力し、［一時保存をして進む］をク

リックします。2行以上、主要な物品を登録する場合は、［追加］をクリックして入力欄を表示し、
入力します。使用しない物品欄は［削除］をクリックして入力欄を削除してください。
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入力項目

項目名 必須 内容

品名 品名を入力します。

仕様 型・性能等 仕様、型・性能等を入力します。

数量 数量を入力します。

単価 単価を入力します。

金額 金額を入力します。

合算使用の負担額

合算使用

合算使用の負担額を入力する場合にチェックしま

す。

合算使用の負担額 合算使用の負担額を入力します。

共用設備

共用設備

共用設備の場合にチェックします。

設置研究機関名 設置研究機関名を入力します。

その他のボタン

［追加］ 物品の入力枠を1つ追加します。

［削除］ 物品の入力枠を1つ削除します。

［一つ前に戻る］ 一つ前の画面に戻ります。

［一時保存］ 入力した実施状況報告情報を保存して、一時的に作業を中断します。

再開するには、「2.10.3再開」を参照してください。

［保存せずに戻る］ 入力した実施状況報告情報を保存せずに、「課題管理（学術研究助成基

金助成金）」画面に戻ります。

⑨ 「補助事業者等の入力」画面が表示されます。入力項目に入力し、［一時保存をして進む］をクリッ

クします。

※次ページに続く



独立行政法人日本学術振興会科研費電子申請システム研究者向け操作手引

（学術研究助成基金助成金）（交付内定時・決定後用）

150

入力項目

項目名 必須 内容

研究代表者

前年度の実支出額からの戻入額

○ 研究代表者の前年度の実支出額からの戻入

額を入力します。

当該年度実支出額 ○ 研究代表者の当該年度の実支出額を入力し

ます。

間接経費の譲渡額 ○ 研究代表者の間接経費の譲渡額を入力しま

す。

備考 当該年度中に研究代表者の異動が発生した

場合は、その旨を記載します。

研究分担者

所属研究機関番号

○ 研究分担者の当該年度の 3月 31日時点の
所属研究機関番号を入力します。

部局名 ○ 研究分担者の当該年度の 3月 31日時点の
部局名を入力します。

職名 研究分担者の職が「研究員」、「その他」の

場合、職名を入力します。

前年度の実支出額からの戻入額 ○ 研究分担者の前年度の実支出額からの戻入

額を入力します。

当該年度実支出額 ○ 研究分担者の当該年度の実支出額を入力し

ます。
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入力項目

間接経費の譲渡額 ○ 研究分担者の間接経費の譲渡額を入力しま

す。

備考 当該年度中に研究分担者の追加や辞退が発

生した場合は、その旨を記載します。

その他のボタン

［一覧（所属研究機関）］ 「機関番号一覧」画面を表示します。

［情報更新］ 当該年度実支出額、間接経費の譲渡額の合計をそれぞれの欄に表

示します。

［一つ前に戻る］ 一つ前の画面に戻ります。

［一時保存］ 入力した実施状況報告情報を保存して、一時的に作業を中断しま

す。再開するには、「2.10.3再開」を参照してください。

［保存せずに戻る］ 入力した実施状況報告情報を保存せずに、「課題管理（学術研究

助成基金助成金）」画面に戻ります。

※ 研究種目が「若手研究」または「特別研究員奨励費」の場合、研究分担者が存在しないため、

組織情報は研究代表者のみ表示されます。

※ 研究種目が「外国人特別研究員奨励費」の場合、組織情報は研究代表者と研究分担者1名の
み表示されます。また、「研究分担者」欄の（フリガナ）（英文）の入力が必須項目となりま

す。

※ 研究分担者の所属研究機関・部局・職名については、当該年度の3月31日時点の情報を入
力してください。

※ 研究分担者が6名以上（前年度までに研究を辞退した者は除く）の場合、「選択」欄にチェ
ックボックスが表示されますので、研究実施状況報告書に出力する研究分担者を 5 名選択
してください。

※ 補助事業者の合計人数は、辞退した研究分担者の人数を含めて表示されます。
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※ 2年度目以降の実施状況報告書作成時には、「前年度の実支出額からの戻入額」欄は、「費目
別収支状況の入力欄」でチェックボックスが選択されている場合は入力項目になりますので、

該当する戻入額を入力してください。チェックボックスが選択されていない場合は、初年度

と同様に、「前年度の実支出額からの戻入額」欄はグレーアウトし、「0」を固定表示します。

⑩ エラーがない場合、実施状況報告書（収支状況報告書・研究実施状況報告書）をPDFファイルに変
換します。

（処理中メッセージが表示されます。）

※ 変換処理は、処理状況により数分かかる場合があります。

※ 10 分以上経過してもシステムから応答がない場合は、［ログアウト］ボタンをクリックし、
一旦ログアウトしてください。ログアウト及びウィンドウ（ブラウザ）を閉じても変換処理

は継続されます。

※ しばらく経ってから再度ログインし、「申請者向けメニュー」画面の「状況」欄の［課題状

況の確認］をクリックして、「課題管理（学術研究助成基金助成金）」画面より続きの作業を

進めることができます。

※ 詳細な手順については、「2.10処理状況確認・実施状況報告情報作成再開」をご参照くださ
い。
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⑪ 「実施状況報告書確認」画面が表示されます。［収支状況報告書の確認］及び［研究実施状況報告書

の確認］をクリックして、PDFファイルに変換された収支状況報告書及び研究実施状況報告書の内
容に不備がないか確認します。

※ 収支状況報告書・研究実施状況報告書はPDFファイル形式で保存されています。
PDFファイルの内容を確認するには、AdobeAcrobat Readerが必要です。

※ ファイルのダウンロード方法は、「2.1ファイルのダウンロード手順」を参照してください。
※ この段階でダウンロードした『収支状況報告書』『研究実施状況報告書』には、「提出確認用」

という透かし文字が入っており、内容の確認をするための書類となります。

※ 実際に提出する書類は、「実施状況報告書送信完了」画面よりダウンロードすることが可能

です。

その他のボタン

［確認完了・送信］ 実施状況報告書の確認を完了し、送信を行うために、「実施状況報告書

送信確認」画面を表示します。

［修正］ 実施状況報告情報の修正を行うために、「所属研究機関情報及び代表者

情報等の確認」画面を表示します。

［課題管理に戻る（後で

確認する）］

実施状況報告書の確認・提出をせずに、「課題管理（学術研究助成基金

助成金）」画面に戻ります（入力された情報は保存されます）。「課題管

理（学術研究助成基金助成金）」画面で、該当年度の「実施状況報告書」

欄の［確認］をクリックすることで再度、確認・提出をすることができ

ます。
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⑫ PDFファイルの内容に不備がなければ「実施状況報告書確認」画面で、［確認完了・送信］をクリ
ックします。

※ ダウンロードした収支状況報告書・研究実施状況報告書のPDFファイルの内容に不備があ
った場合は、［修正］をクリックして「所属研究機関情報及び代表者情報等の確認」画面に

戻り、再度実施状況報告情報を入力します。

※ ［確認完了・送信］をクリックしないと作成された収支状況報告書及び研究実施状況報告書

を所属研究機関担当者（または部局担当者）が確認することができませんので、必ず［確認

完了・送信］をクリックし提出を行ってください。

⑬ 「実施状況報告書送信確認」画面で、［OK］をクリックします。
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入力項目

項目名 必須 内容

研究実績の公開確認 ○ 研究実績が国立情報学研究所の科学研究費助成事業データ

ベース（KAKEN）で公開される旨を確認した場合、チェ
ックをします。

その他のボタン

［キャンセル］ 収支状況報告書・研究実施状況報告書の確認を完了せずに、「実施状況報告

書確認」画面を表示します。

※ 収支状況報告書・研究実施状況報告書の入力情報を送信すると、修正をすることができなく

なります。

※ 研究実績の公開確認にチェックすることで［OK］をクリックすることが可能となります。

⑭ 「実施状況報告書送信完了」画面が表示されます。［収支状況報告書のダウンロード］、［研究実施状

況報告書のダウンロード］をクリックし、提出した収支状況報告書と研究実施状況報告書を確認・

保存・印刷した後［OK］をクリックします。
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※ ファイルのダウンロード方法は、「2.1ファイルのダウンロード手順」を参照してください。
※ 収支状況報告書・研究実施状況報告書の入力情報を修正したい場合は、所属研究機関担当者

（または部局担当者）に連絡してください。

⑮ 「課題管理（学術研究助成基金助成金）」画面が表示されます。

該当年度の「実施状況報告書」欄が「所属研究機関受付中」となっていれば、電子申請システム上

の作業は完了です。
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2.9.2一時保存

実施状況報告情報の入力途中で入力内容を一時保存し、作業を中断することができます。

① 実施状況報告情報の入力途中の任意の画面で、［一時保存］をクリックします。

※ エラーがあると保存できないことがあります。その場合は、エラーの発生している項目を修

正して保存してください。

② 「一時保存完了」画面が表示されます。

その他のボタン

［入力画面に戻る］ ［一時保存］をクリックした画面に戻ります。

［メニューに戻る］ 「申請者向けメニュー」画面に戻ります。

※ 一時保存したデータは、「課題管理（学術研究助成基金助成金）」画面から［再開］を選択し

て、作業を続けることができます。（「2.10.3再開」を参照してください。）
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2.9.3修正（所属研究機関への送信前）

作成した収支状況報告書・研究実施状況報告書を修正するには、以下の手順に従います。

① 「実施状況報告書確認」画面で、［修正］をクリックします。
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② 「所属研究機関情報及び代表者情報等の確認」画面が表示されます。「所属研究機関情報及び代表者

情報等の確認」画面以降の操作の詳細は「2.9.1実施状況報告情報の入力」を参照してください。

※ 修正後は、作成された収支状況報告書・研究実施状況報告書のPDFファイルを確認して［確
認完了・送信］をクリックしてください。


